
このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、カラードフェンダーの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。

アドバイス…この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

1No.2107-T2230002

取り付け完了後の点検・注意事項

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

重要

■取り付け前に車両に傷がついていないか点検して下さい。

■エンジンがかかっている状態では絶対に作業を行なわないで下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際間違

えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意して作業を

行なって下さい。

■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品を取り付ける部分の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■エンドモール(両面テープ付き)・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。

脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。

■両面テープの接着力促進剤として、必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。

(PACプライマーN-200、PACプライマーK-500を本品に添付）

プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で１０分間以上放置し乾燥させて下さい。

■両面テープは、外気温が２０℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被接

着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■両面テ－プのプライマ－は、溶剤が揮発するため速やかに作業を終了して下さい。

■両面テープのプライマーは、塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキングし、はみだ

したプライマーは、直ちにイソプロピルアルコール(IPA)等で完全に拭き取って下さい。

■ボディーコートが塗布されている車両は塗装用コンパウンドでボディーコートを剥離して下

さい。（必ずマスキングし、なるべく細かい番手で行なう。）ボディーコートが塗布されて

いる車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力促進効果を充分に発揮できない場合

があります。ボディーコート除去後は、イソプロピルアルコール(IPA)等で脱脂をきちんと

行なって下さい。

■両面テ－プの圧着を充分に行なって下さい。４９Ｎ(５ｋｇｆ)

■フェンダーアーチ部等のビス本締めは両面テ－プ貼り付け後３時間以上放置後行なって下さい。

■カラードフェンダーが、車両に確実に共締めされているか点検して下さい。
■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。
■取り付け完了後、カラードフェンダー及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。
■取り付け完了後、最低２４時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。
（両面テープの剥がれ、車両とカラードフェンダーとの間に隙間が発生するおそれが

　　あります。）

カラードフェンダー　取付要領書

ライズ/ロッキー　モデリスタ　バージョン

設定型式：A2##A-GB##/A2##S-GB##　設定グレード：全車

品番：MSD15-B1001/2-XX　 ライズ

品番：MSD15-B1003-XX　 ロッキー



構成部品

① ②

取付要領書
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③ ➃

① FRカラードフェンダー（RH/LH)

②

No. 品 名 個数

各1

各1

各1

６

４

RRカラードフェンダー（RH/LH)

ブラケットD（RH/LH)

スペーサー

プラスティリベット

③

２スクリベット

④

タッピングスクリュー（M4×12)

Uナット（M4)

⑤

⑥

PACプライマー(N-200)

PACプライマー(K-500)

⑦

６

⑧

１

１

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬ 取付要領書 １

型紙シール １

６

タッピングスクリュー（M6×16) ２

⑫ ⑬⑦ ⑧ ⑨ ⑪⑩

⑥

3M
PAC Primer
N-200
接着促進剤

3M
PAC Primer
K-500
接着促進剤

UP

FR LH

ﾗｲｽ゙ /ﾛｯｷｰ ﾓﾃ゙ ﾘｽﾀ ﾊ゙ ｰｼ゙ ｮﾝ

取り付け概要

ＬＨ図示

⑤

(品番:MSD15-B1001/2-XX ライズ)
(品番:MSD15-B1003-XX  ロッキー)

カラードフェンダー

（RH）

（RH）

（LH）

（LH）
※切り外して使用

して下さい

（RH）

（LH）

① FRカラードフェンダー

② RRカラードフェンダー

・本製品とリヤスカートorリヤスパッツを同時装着する場合は、
本製品、リヤスカートorリヤスパッツの順で取り付けてください。
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3.⑫型紙シールAを剥がし、フロントフェ
ンダモールディングに開けた穴に、⑨
Uナットの穴を合わせて差し込みむ。
（左図参照）

4.①FRカラードフェンダーを下から押し
上げるように車両に合わせ、　 部の
ブラケットの穴を、車両フェンダーラ
イナーのクリップ取付穴に合わせ、車
両クリップを差し込む。　（下図参照）

①FRカラードフェンダー後方のモール
の端と車両フェンダーＲエンドを一定
に合わせてガムテープ等で仮固定する。
（左図参照）

5.車両タイヤハウス面後方の車両グロメ
　ットに①FRカラードフェンダー　 部の
  ブラケットの穴を合わせて、⑦タッピ
ングスクリュー(M6×16)で仮締めする。
（左図参照）

FR

UP

車両クリップ

車両クリップ

取り付け手順

(1)取り付け準備　フロント

※以下の手順はＬＨ側を図示しています。ＲＨ側も同様に行ってください。

・取り外しの詳細は、トヨタ自動車発行の
修理書を参照して下さい。

・取り外した車両クリップは再使用します
ので紛失しない様ご注意下さい。

アドバイス

車両クリップ

車両グロメット

ガムテープ①FRカラードフェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

⑦タッピング
スクリュー
(M6×16)

フロントフェンダモールディング

⑦タッピング
スクリュー
(M6×16)

車
両
フ
ェ
ン
ダ
ー
の
Ｒ
エ
ン
ド
と

モ
ー
ル
の
端
を
一
定
に
合
わ
せ
る

①FRカラードフェンダー
ブラケット部

フロントフェンダ
モールディング

車両FRフェンダー
ライナー

LH

［　　取付断面図］

車両クリップ

UP

FR LH

・傷つき防止の為ドリル先端から約5mmの
位置に、ガムテープ等を巻いて下さい。

約5mm

注意！

［矢視図　　フェンダーライナー側から］

①FRカラードフェンダー
ブラケット部

⑨Uナット

UP

FR

LH

型紙シールAの十字中心にΦ5の穴
を開ける。（下穴Φ3→本穴Φ5）

パーティング
ライン合わせ

⑫型紙シールA

フロントフェンダ
モールディング

Ａ

1.車両FRフェンダーライナー　 部から
　車両クリップを取り外す。（左・下図参照）

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ［矢視図　　］

Ｂ

2.フロントフェンダモールディングのタ
イヤハウス面　 部に⑫型紙シールAを
パーティングラインに合わせて貼り付
け十字中心に下穴φ3→本穴φ5を開ける。

（左図参照）

Ｂ
［矢視図　　］Ｂ

Uナットの向きに注意!
平らな面がタイヤ側

⑨Uナット

フロントフェンダ
モールディング LH

FR

開けた穴にUナット
の穴を合わせる

［取付断面図］
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7.①FRカラードフェンダーのモール上端
及び前後の下端に合わせてマスキング
テープを貼り付ける。（左図参照）

※位置出しと脱脂及びプライマーがはみ
出さない様にする為正確にマスキング
テープを貼り付けて下さい。

9.①FRカラードフェンダーの両面テープ
離型紙を一部剥がし表面に折り返して
マスキングテープで貼り付ける。
（左図参照）

8.①FRカラードフェンダーを取り外し、
両面テープ貼り付け部（左図斜線部）
を一方向に拭いて脱脂し、ボディ色部
分　　に⑩PACプライマーN-200、素地
部分　　に⑪PACプライマーK-500を塗
布する。

・PACプライマーは特に白色塗装面を黄変さ
せますので、マスキングするか、はみ出
したプライマーは、イソプロピルアルコ
ール(IPA)等で拭き取って下さい。

・PACプライマー塗布後は、常温で10分間以
上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
マスキングをして両面テープ貼り付け部
分を塗装用コンパウンドで除去して下さい。

・PACプライマーは、必ず塗布部位によって
使い分けてください。

アドバイス

■塗装部分：N-200（赤袋）
■素地部分：K-500（青袋）

・PACプライマーは再使用します。
揮発性が高いので速やかに袋に戻し揮発
を抑えて下さい。

マスキングテープ

マスキングテープ

①FRカラードフェンダー

6.　 部を左図のように⑧タッピングスク
リュー(M4×12)で仮締めする。
その際、④スペーサーを⑨Uナットと、
①FRカラードフェンダーの間に入れて
仮締めする。

UP

FR

LH

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

④スペーサー

①FRカラード
フェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

④スペーサー

⑨Uナット

フロントフェンダ
モールディング

LH

FR

①FRカラードフェンダー(LH)

(表面)

脱脂及び⑪PACプライマーK-500(青袋)
塗布範囲
※素地部分

フロントフェンダモールディング

脱脂及び⑩PACプライマーN-200(赤袋)塗布範囲
※ボディ色部分

［　　取付断面図］Ｂ

Ｂ

Ｂ

（裏面視）

（裏面視）

（裏面視）

①FRカラードフェンダー



車両クリップ

ガムテープ①FRカラードフェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12) ⑦タッピング

スクリュー
(M6×16)

UP

FR

LH

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

④スペーサー

1.(1)取り付け準備の手順で①FRカラード
　フェンダーを車両に合わせ、　 部の
　ブラケットの穴を車両フェンダーライ
ナーのクリップ取付穴に合わせて車両
クリップを差し込む。
位置出しと脱脂及びプライマー塗布の
為に貼り付けたマスキングテープに、
位置を合わせガムテープ等で仮固定す
る。

　 部のブラケットの穴で車両グロメッ
トに⑦タッピングスクリュー(M6×16)
で仮締めする。

　 部を左図のように⑧タッピングスク
リュー(M4×12)で仮締めする。
その際、④スペーサーを⑨Uナットと、
①FRカラードフェンダーの間に入れて
仮締めする。
※④スペーサーの持ち手部分は①FRカ
ラードフェンダーの中へ回して隠し
て下さい。

(2)取り付け　フロント
マスキングテープ

2.①FRカラードフェンダーの取り付け位
置が変わらない様に、離型紙を➊から
順に矢印の方向に引き抜き圧着する。

※離型紙を引き抜く際に、モールを巻き
込まない様に注意して下さい。

※離型紙を引き抜く順序

5.取り付けた両面テープ貼り付け位置を
再圧着する。

3.RH側も同様の手順にて取り付ける。

4.マスキングテープを全て剥がす。

6.両面テープ貼り付け後、３時間以上放
置してから仮締めを本締めする。

アドバイス

・両面テープの貼り直しをすると、接着力が
極端に低下しますので、気を付けて作業を
行なって下さい。

・両面テープの圧着は、49N(5kgf)程度の力
で行なって下さい。

➌
➊

➋

➎

➍

5

圧着

圧着
圧着

圧着圧着

圧着

Ａ Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

⑦タッピング
スクリュー
(M6×16)

UP

FR LH

①FRカラードフェンダー
ブラケット部

①FRカラード
フェンダー車両グロメット

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

持ち手部分を
回して隠す

④スペーサー

LH

車
両
フ
ェ
ン
ダ
ー
の
Ｒ
エ
ン
ド
と

モ
ー
ル
の
端
を
一
定
に
合
わ
せ
る

Ｃ［矢視図　　］
［矢視図　　］Ｂ



リヤホイールオープニング
エクステンション

カット

嵌合爪②

嵌合爪③

クリップ①

クリップ②

嵌合爪①

1.リヤホイールオープニングエクステン
ションを取り外す。

2.取り外したリヤホイールオープニング
エクステンションを、車両後方から2番
目のクリップ取付位置を中心に、約130
㎜の幅でカットしバリを除去する。
（左図参照）

(3)取り付け準備　リヤ

・取り外しの詳細は、トヨタ自動車発行の
修理書を参照して下さい。

・取り外したリヤホイールオープニングエ
クステンション、クリップは再使用しま
すので紛失しない様ご注意下さい。

アドバイス

（裏面視）
65

カット

車両後方から2番目の
クリップ取付位置

UP

RR

取り外す

6

65

⑫型紙シールB

⑫型紙シールC

UP

FR

LH
UP

FR LH

パーティング
ライン合わせ

パーティング
ライン合わせ

リヤホイールオープニング
エクステンション

リヤホイールオープニング
エクステンション

型紙シールBの十字中心にΦ5の穴
を開ける。（下穴Φ3→本穴Φ5）

型紙シールCの十字中心にΦ5の穴
を開ける。（下穴Φ3→本穴Φ5）

4.⑫型紙シールB、Cを剥がす。

Ｄ
Ｅ

3.カットしたリヤホイールオープニング
エクステンションの、タイヤハウス面
　 部に⑫型紙シールB、　 部に⑫型紙
シールCをパーティングラインに合わせ
て貼り付け、十字中心に下穴φ3→本穴
φ5を開ける。（左図参照）

Ｄ Ｅ

［矢視図　　］

［矢視図　　］Ｄ

リヤホイールオープニング
エクステンション

Ｅ
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⑨Uナット ⑨Uナット

　②RRカラードフェンダー上部段差の縦
　端末を車両RRフェンダーのＲエンドか
　ら約1㎜(参考寸法)の位置に合わせ、リ
　ヤホイールオープニングエクステンシ
　ョンのＲエンドとモールの端を一定に
　合わせてガムテープ等で仮固定する。
　（左図参照）

［拡大図］

1㎜(参考寸法)

Ｒエンド

［断面図］

Ｒエンド

モールの端

②RRカラードフェンダー
②RRカラード
　フェンダー

ガムテープ

⑤プラスティリベット

6.リヤホイールオープニングエクステン
　ション   、　部に開けた穴に、⑨Uナ
　ットの穴を合わせて差し込む。
  （左図参照）

Ｄ Ｅ

③ブラケットD

Ｆ

Ｆ

7.②RRカラードフェンダーのタイヤハウ
　ス面をリヤホイールオープニングエク
　ステンションのタイヤハウス面に合わ
　せて被せ、③ブラケットDの穴に②RR
　カラードフェンダー　 部の穴を合わせ
　⑤プラスティリベットを差し込む。

Ｆ

5.カットしたリヤホイールオープニング
  エクステンションを車両に復元し、   
  部の車両フェンダーの穴に③ブラケッ
  トDを合わせ⑥スクリベットを差し込む。
　（左・上図参照）
※⑥スクリベットがきつい場合は、指で
　押し込んだ後、＋ドライバーで締め込
　んで下さい。　

Ｆ

リヤホイールオープニング
エクステンション

リヤホイールオープニング
エクステンション

Ｄ

［矢視図　　］Ｄ
Ｅ［矢視図　　］

Ｅ

リヤホイールオープニング
エクステンション

Uナットの向きに注意!
平らな面がタイヤ側

⑨Uナット

LH

FR

開けた穴にUナット
の穴を合わせる

［取付断面図］
リヤホイールオープニング
エクステンション

Uナットの向きに注意!
平らな面がタイヤ側

⑨Uナット
LH

FR

開けた穴にUナット
の穴を合わせる

［取付断面図］

リヤホイールオープニング
エクステンション

リヤホイールオープニングエクステンション
のＲエンドとモールの端を一定に合わせる

⑤プラスティリベット

Ｆ［   部下面視］

③ブラケットD

②RRカラードフェンダー
リヤホイールオープニング
エクステンション

LH

UP
③ブラケットD

③ブラケットD

車両フェンダーを
クッションで挟む

⑥スクリベット

UP

FR

LH

［   取付断面図］［   拡大図］

車両フェンダー

Ｆ Ｆ

車両フェンダー⑥スクリベット
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②RRカラード
フェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

④スペーサー

⑨Uナット

LH

FR

LH

FR

②RRカラード
フェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

④スペーサー

⑨Uナット

UP

FR

LH

9.②RRカラードフェンダーのモール上端
及び前後の外周に合わせてマスキング
テープを貼り付ける。（左図参照）

※位置出しと脱脂及びプライマーがはみ
出さない様にする為正確にマスキング
テープを貼り付けて下さい。

脱脂及び⑩PACプライマーN-200(赤袋)塗布範囲
※ボディ色部分

脱脂及び⑪PACプライマーK-500(青袋)
塗布範囲
※素地部分

10.②RRカラードフェンダーを取り外し、
両面テープ貼り付け部（左図斜線部）
を一方向に拭いて脱脂し、ボディ色部
分　　に⑩PACプライマーN-200、素地
部分　　に⑪PACプライマーK-500を塗
布する。

・PACプライマーは特に白色塗装面を黄変さ
せますので、マスキングするか、はみ出
したプライマーは、イソプロピルアルコ
ール(IPA)等で拭き取って下さい。

・PACプライマー塗布後は、常温で10分間以
上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
マスキングをして両面テープ貼り付け部
分を塗装用コンパウンドで除去して下さい。

・PACプライマーは、必ず塗布部位によって
使い分けてください。

アドバイス

■塗装部分：N-200（赤袋）
■素地部分：K-500（青袋）

・PACプライマーは再使用します。
揮発性が高いので速やかに袋に戻し揮発
を抑えて下さい。

車両RRオーバーフェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

UP

FR LH

④スペーサー

②RRカラードフェンダー

②RRカラードフェンダー

マスキングテープ

［   取付断面図］Ｅ［   取付断面図］Ｄ

Ｄ Ｅ

8.   、　部を左図のように⑧タッピング
スクリュー(M4×12)で仮締めする。
その際、④スペーサーを⑨Uナットと、
②RRカラードフェンダーの間に入れて
仮締めする。(２ヵ所)
（左図参照）

Ｄ Ｅ

リヤホイールオープニング
エクステンション

リヤホイールオープニング
エクステンション
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(4)取り付け  リヤ

11.②RRカラードフェンダーの両面テープ
離型紙を一部剥がし表面に折り返して
マスキングテープで貼り付ける。
（左図参照）

（裏面視）

②RRカラードフェンダー

マスキングテープガムテープ

⑤プラスティリベット

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

1.(3)取り付け準備の手順で②RRカラード
　フェンダーを車両に合わせ、   部の穴
　を③ブラケットDの穴に合わせ、⑤プラ
スティリベットを差し込む。

  位置出しと脱脂及びプライマー塗布の
　為に貼り付けたマスキングテープに、
　位置を合わせガムテープ等で仮固定す
　る。

　   、　部を左図のように⑧タッピング
スクリュー(M4×12)で仮締めする。
その際、④スペーサーを⑨Uナットと、
②RRカラードフェンダーの間に入れて
仮締めする。(２ヵ所)
※④スペーサーの持ち手部分は②RRカ
ラードフェンダーの中へ回して隠し
て下さい。

②RRカラードフェンダー

UP

FR

LH ⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

UP

FR LH

④スペーサー
④スペーサー

②RRカラードフェンダー

Ｄ Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

⑤プラスティリベット

Ｆ［   部下面視］

③ブラケットD

②RRカラードフェンダー

②RRカラード
フェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

持ち手部分を
回して隠す

④スペーサー

LH

②RRカラード
フェンダー

⑧タッピング
スクリュー
(M4×12)

持ち手部分を
回して隠す

④スペーサー

LH

（表面）

②RRカラードフェンダー

Ｅ［矢視図　　］

［矢視図　　］Ｄ
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2.②RRカラードフェンダーの取り付け位
置が変わらない様に、離型紙を➊から
順に矢印の方向に引き抜き圧着する。

※離型紙を引き抜く際に、モールを巻き
込まない様に注意して下さい。

※離型紙を引き抜く順序

5.取り付けた両面テープ貼り付け位置を
再圧着する。

3.RH側も同様の手順にて取り付ける。

4.マスキングテープを全て剥がす。

6.両面テープ貼り付け後、３時間以上放
置してから仮締めを本締めする。

アドバイス

・両面テープの貼り直しをすると、接着力が
極端に低下しますので、気を付けて作業を
行なって下さい。

・両面テープの圧着は、49N(5kgf)程度の力
で行なって下さい。

➊

➏

➎

➋

➌

➍

➐

➑

圧着

圧着

圧着

圧着

圧着

圧着

圧着

［拡大図］

1㎜(参考寸法)

Ｒエンド

［断面図］

Ｒエンド

モールの端

リヤホイールオープニング
エクステンション

リヤホイールオープニングエクステンション
のＲエンドとモールの端を一定に合わせる

②RRカラード
フェンダー



カラードフェンダー素地品の塗装手順

塗装作業

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、必ず脱脂を
　行なう。
2.製品に貼り付けてある両面テープ全面、クッション全面、ブラ
　ケットをマスキングする。
3.プライマーサフェーサー塗装を行なう。

4.上塗り塗装を行なう。
◎注記：上塗り用の塗料はウレタン系をご使用下さい。

5.乾燥。
◎注記：乾燥温度は、成形樹脂の物性上、必ず６０℃

以下で乾燥させて下さい。

※本製品の素材は＞ＡＢＳ＜です。

構成部品

① ②

取付要領書

③ ➃

① FRカラードフェンダー（RH/LH)

②

No. 品 名 個数

各1

各1

各1

６

４

RRカラードフェンダー（RH/LH)

ブラケットD（RH/LH)

スペーサー

プラスティリベット

③

２スクリベット

④

タッピングスクリュー（M4×12)

Uナット（M4)

⑤

⑥

PACプライマー(N-200)

PACプライマー(K-500)

⑦

６

⑧

１

１

⑨

⑩

⑪

⑫

⑭ Lモール

⑬ 取付要領書

１

型紙シール １

１

６

タッピングスクリュー（M6×16) ２

⑫ ⑬

⑦

⑭

⑧ ⑨

⑪⑩

⑥

3M
PAC Primer
N-200
接着促進剤

3M
PAC Primer
K-500
接着促進剤

⑤

（RH）

（RH）

（LH）

（LH）
※切り外して使用

して下さい

（RH）

（LH）

⑮

⑮エンドモール推奨使用色

色番号 色 名 称 モール色

B86

B82 ブラック

ブラック

ブラック

ライトグレー

グレー

グレー

R67

レーザーブルークリスタルシャイン

ターコイズマイカメタリック

ファイアークォーツレッドメタリック

ブライトシルバーメタリック

ナチュラルベージュマイカメタリックT32

ライトグレー

S28

W25 シャイニングホワイトパール

Y15

X07 ブラック

ライトグレー

ブラックマイカメタリック

マスタードイエローマイカメタリック

ブラックR75 コンパーノレッド

スムースグレーマイカメタリックS42

⑮ エンドモール
Lｸ゙ﾚｰ:2
ｸ゙ ﾚｰ:2
ﾌ ﾗ゙ｯｸ:2

クッション

※両面テープ、クッションを
マスキングする

※両面テープ、クッション、ブラケットを
マスキングする

クッション

ブラケット

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に ②RRカラードフェンダー

①FRカラードフェンダー

11

1.塗装終了後、⑮エンドモール(以下モールと省略)を貼り付ける部分を脱脂し、⑪PACプライマーK-500
を塗布する。

エンドモールの貼り付け作業

PACプライマーK500塗布範囲

プライマー
塗布範囲

カラードフェンダー

・⑪PACプライマーK-500はカラードフェンダー取り付け時に再使用します。
揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。

・⑪PACプライマーK-500は特に白色塗装面を黄変させますので、マスキングするか、

はみ出したプライマーは、直ちにイソプロピルアルコール(IPA)等で拭き取って下さい。

・⑪PACプライマーK-500塗布後は、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。

アドバイス



ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

補修キット両面テープ貼り付け

1.補修キットを使用してカラードフェンダーの再取り付けを行なう際は下図を参考に両面テープを
選択し貼り付けて下さい。（元の位置と同様に貼り付けて下さい。）

厚さ：2.5mm
幅：10mm

厚さ：2.5mm
幅：10mm

厚さ：2.5mm
幅：10mm

厚さ：2.5mm
幅：10mm

厚さ：2.5mm
幅：10mm

厚さ：1.6mm
幅：10mm
(両側面共）

12 株式会社 トヨタカスタマイジング＆ディべロップメント
https://www.modellista.co.jp

【お問い合わせ先】
モデリスタコールセンター  TEL：０５０-３１６１-１０００

2.下図の要領で⑭Lモール、⑮モールを貼り付ける。

・必ず両面テープが付いている
側を手前にしてカットする。

・離型紙を剥がしながらカット
する。

・大きさ・範囲を確認し、右図
リップ部をカットしない様に
注意する。

３～５mm

３mm

リップ部

奥まで押し込む 隙間が空いている 傾いている

・モールを引っ張りながら貼ると、極端に剥がれやすく
なります。絶対に引っ張りながら貼らないで下さい。

・モールは必ず奥まで差し込んで下さい。
・貼り付け後、充分に圧着して下さい。

アドバイス ※Ｖカットの入れ方

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に
⑮モール貼り付け範囲

※Ｖカット
範囲約12mm

※Ｖカット範囲は特に
再圧着して下さい。

⑮モール

5mm

35mm

Ｒエンド

⑮モール

⑭
Lモ

ー
ル

⑭Lモールの
貼り付け

はみ出ない様
に貼り付け

5m
m

⑮モール

⑮モール

10
mm

5mm

⑮モール 3mm

⑮モール

5mm

⑮モール










